
地 域 再 生 計 画 
 
 
１ 地域再生計画の名称 

住みたい、澄ませたい福井再生計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 

福井市 
 
３ 地域再生計画の区域 

福井市の区域の一部（旧福井市） 
 
４ 地域再生計画の目標 

   福井市は福井県の北西部に位置し、平成 19 年 4 月 1 日現在、人口 270,935

人、面積 536.17 平方キロメートルで、本市の中央部には日本海にそそぐ九頭

竜川、足羽川、日野川が流れ、雄大な日本海とみどり豊かな山に面している。

これらの自然環境により、冬の味覚の王様「越前がに」をはじめ、「そば」な

どの豊富な食材に恵まれている。 

本市の中央部を流れる九頭竜川、足羽川、日野川は、昭和 30 年代までは子

供が泳ぎ水と戯れ、ウグイやコイ、アユなどを採って遊べるほどの良好な水質

であった。しかし、高度経済成長時代とともに地場産業が発展し、未処理の工

場廃水や生活排水により、河川の水質悪化が著しく進み、人を育む清き流れの

水辺の環境が減少した。 

本市では、水質汚濁による環境負荷を軽減し、良好な生活環境をつくるため、

昭和 23 年から旧市街地で下水道事業に取り組み、平成２年からは浄化槽の個

人設置型事業を、平成 4年からは農村部で農業集落排水事業を展開し、恵み豊

かな自然環境の保持に努めている。 

平成 14 年度にスタートした「２１世紀を拓くふくい創造プラン（第五次福

井市総合計画）」では、「人と自然が共生・調和するまちづくり」を基本目標に

定め、「環境への負荷の少ない持続可能な社会をつくる」、「自然を活かした潤

いのある環境をつくる」施策を推進するために、河川の水質向上や河川親水空

間づくりを進めており、平成 16 年度末の汚水処理人口普及率は 74.2％に達し

ているものの、豊かな自然環境を維持すべき農山村地域においては依然低い水

準にある。 

恵み豊かな自然環境を未来に継承するとともに、周辺市町村へ流出した元住



民のＵターンや豊かな自然環境の中での生活拠点を求める県内外の人々が、住

んでみたいと感じるまちづくりを進め、地域活力の向上を図るためには、今後

さらに生活排水に対する市民の環境意識を向上し、生活排水の処理を高めてい

くことが必要である。 

このため、自然が豊かで澄んだ水にしか生息しないカジカガエル、サンショ

ウウオなどの貴重な生き物が生息している市西部の西安居地区及び浄化槽地

区を中心に汚水処理施設を整備し、河川の水質保全を早急に図り、農山村地域

における環境にやさしいまちづくりを推進する。 

 

【目標１】 汚水処理人口普及率 

        ７４.２％（平成１６年度末） →  

８６．２％（平成２１年度末） 

【目標２】 都市河川の水質改善（ＢＯＤ） 

３.４mg/l（平成８～１１年度の平均） → 
  ２.７mg/l（平成２１年度末） 

 
５ 目標を達成するために行う事業 

（５－１）全体の概要 
目標(汚水処理人口普及率 86.2％)を達成するため、福井市汚水処理施設整備

基本構想に基づき、公共下水道（西安居地区の更毛町他７ヶ所）、農業集落排

水、浄化槽（浄化槽地区）が相互に連携しながら河川の水質保全を早急に図る

とともに、生活環境を改善させ、汚水処理人口普及率向上のための施設整備を

行う。 
なお、旧区域の公共下水道事業計画は、平成 17 年 1 月 25 日付けで認可を得

ており、浄化槽は浄化槽整備事業費国庫補助金交付要綱で定める要件を満たし

ている。 
 

 （５－２）法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
［施設の種類（事業区域）、事業主体］ 

・公共下水道（福井市西安居地区）   福井市 
      更毛町､本堂町、羽坂町、細坂町、安田町、恐神町、 

東下野町、西下野町 
・浄化槽（福井市浄化槽地区）       福井市 

      公共下水道計画、集落排水計画の区域以外の区域 
 



 
   ［事業期間］ 
           平成１７年度～２１年度 
 

［整備量］ 
・公共下水道         ２８,０００ｍ 
・浄化槽（個人設置型）  ７人槽１,５００基 
 

［事業費］ 
・総事業費     ３，８４５,１００千円 

公共下水道 ２，３５８,０００千円 
（うち、交付金    ４７１,６００千円） 
（うち、単 独  １，４１４,８００千円） 

浄化槽   １，４８７,１００千円   
（うち市上乗せ分  ８２６,５００千円） 
（うち、交付金   ２２０,２００千円） 

 
 （５－３）その他の事業 
   地域再生法による特別の措置を活用するほか、「住みたい、澄ませたい福井」

を達成するため、以下の事業を総合的かつ一体的に行うものとする。 
 
    ・「浄化槽維持管理費補助」（浄化槽地区） 
      福井市合併処理浄化槽維持管理費補助金交付要綱により、平成 16 年

度から維持管理費の一部補助を行っている。 
      ・「水と緑のネットワーク整備」（都市部） 
            都市部の水辺環境の向上を図るため、河川・水路の整備を行い、身近

に触れ合える水辺を街中に取り戻す。 
      ・「環境保全活動を行う市民団体等（ＮＰＯ等）の支援・育成」（旧区域） 
            環境保全活動を行う市民活動の促進を図るため、活動に対する支援を

行うとともに、団体の育成に努める。 
      ・「河川への種苗放流」（足羽川、九頭竜川、日野川） 
            足羽川、九頭竜川、日野川へのアユ等の放流に対する補助を行う。 
      ・「夏、雪降る前、雪解けの福井を美しくする運動」（旧区域） 
        夏・雪降る前・雪解け後に合わせて、各地域において市民による清掃

美化活動を展開する。 
 



 
６ 計画期間 
     平成１７年度～２１年度 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
    計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査する。評価手法として

は、本市が河川水を直接採取し、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）、濁度、pH
等の生態系に直接影響を及ぼす要因について定量的に計測調査する。これらの

結果は、公表し、地域住民への理解を図るとともに、水質保全への強調体制を

確立する。また、本市において必要に応じ、事業の内容の見直しと評価・検討

を行う。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
   該当無し 
 


